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11種窃夛|穰腱研究グループ

一事業稚進担当者研究概要一

琉I求列島の古地理と陸生動物の多様化

太田英利(熱帯生物圏研究センター｡教授）

琉球列島は世界的に見ても地殻変動がI侍に激

しい地域で､そのためこれまで､複雑で劇的な水

陸分布の変遷を経験してきたと考えられる｡この

島''1,群にはさまざまな系統に属する陸生動物が

生息しており､とりわけ海峡の成立で遣伝子流動

や競争相手の侵入が制約され､異所的種分化や

這存固有化が生じやすい非飛翔性動物群には、

その固有性や遣存性の地理的パタン､あるいは系

統地理パタンの形で､この地域の水陸分布の変遷

史が刻み込まれていると期待される。

私は合回の琉球大学２１世紀COEプ□グラム

に､種の多様性グループの一員として参加した。

そしておもに爬虫類と両生類の系統分類､生物地

理の研究に取り組み､得られた結果から列島その

ものの履歴についても検討した。

しい隔離､北琉球と九ⅢlIlとのごく最近までの一体

化などを反映すると解釈できる。

2.陸生爬虫両生類の系統地理パタンと島々

の地史

しかし実際には､フォーナの類似度と海峡成立

の時期との関係は､成立たない場合も少なくな

い｡フォーナの類似度がむしろ､生息環境の類似度

をより強く反映する場合もあるからである｡そこ

で琉球列島や周辺地域の各系統群が描く系統地

理パタンとその意義についても検討した｡具体的

には爬虫類ではハブ'属やマダ'ラヘピ属､両生類

ではハナサキガエル種群やヒメアマガエルなど

を扱った｡なお系統推定の精度や信頼性を上げる

ため､特に分子'|胄報を重点的に扱った。

このうちハブ属では､(台湾南琉球)中琉球と

いう上述のフォーナ類似度の地理的パタンとよく

合う系統地理パタンが認められた｡－万､南琉球

から同所的な2種(オオハナサキガエル､コガタハ

ナサキガエル)の知られるハナサキガエル種群で

は､それそ､れの姉妹群が異なる場所のもの(台湾

産と中琉球産)であることがわかった｡このことは

ハナサキガエル種群に属する現生種の分布が､単

純にハブ'属の場合のような列島内での異所81種

分化だけでなく､たとえば２次的分敵のように､よ

り複雑なイベントを経て形成されてきたことを強

く示唆している。

琉球列島の爬虫両生類の系統地理に関しては、

これまでに得られた知見の多くがフオーナの類似

度の解析にもとづく古地理仮説に矛盾しない｡し

かしその一方､大きく逸脱したパタンを描くものも

散見された｡合後のより多くのデータに基づく検

討が待たれる。
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1.陸生爬虫両生類のフオーナの地理パタン

と島々の地史

研究の一環としてます､個々の種や亜種の地理

的分布に関する資料を収集｡解析した｡その結果、

新たに記載されたサキシマヌマガエル､アマミヤ

モリ､タカラヤモリなどに関するものをはじめ､新

規性のあるデータが多数収集された｡従来の知見

にこれらのデータを盛込み､列島内のエリア間や

これらのエリアと周辺地域との間におけるフォー

ナ(動物相)の類似度を求めると､その関係性は

爬虫類では((((台湾尖閣諸島)大陸南東部)南

琉球)中琉球)(北琉球九ﾘ''１)となった｡さらに両

生類でもこれとよく似た(((台湾南琉球)大陸

南東部)中琉球)(北琉球九Ⅲ'１|)という関係が得

られた｡「フォーナの類似度がより高い地域の間

ではより最近になってはじめて海峡が形成され、

隔離が生じた｣との前提を採用するならば､＝回

の結果は中琉球の長期にわたる島鵬としての隔

離､南琉球や尖閣諸島の台湾や大陸からのより新
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